
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

授業の方法

第
２
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
３
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
４
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
５
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

2025

専門基礎分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

（予習）各回の授業内容を教科書で確認しておくこと。
（復習）実施後の授業内容を整理ノートを利用して復習すること。毎回、講義後にMoodleでの確認テストを行う。

確認テスト（30%)、学期末テスト（70%）で成績評価とする。

科  目  名

理学療法士学科

病理学

科　目　区　分

教科書：カラーで学ぶ病理学 第6版 （付録 整理ノートあり）（ヌーヴェルヒロカワ）
参考書：機能障害科学入門（SHINRYOBUNKO）、カラーイラストで学ぶ集中講座 病理学（MEDICAL VIEW）、
　　　　 　病気がみえる⑥免疫・膠原病・感染症（MEDIC MEDIA）

疾病の原因発生機序、疾病の診断などを理解し、疾病の病態を説明出来るようになる。

学期

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

902教室夜間部2年 教室名

実務経験と
その関連資格

理学療法士として一般病院（急性期・回復期・デイケア）、クリニックでの勤務経験あり。
臨床教育認定理学療法士・学校教育認定理学療法士の資格取得。
大学院にて修士（学術）の学位を取得。

金谷　規弘

医学の基礎である病理学を自分の知識として体得できるよう、教科書の図や写真を見て理解に努めて欲しい。整理ノートを要点整理と復習に利用し、配布
する過去の国家試験問題に適応できるよう2年前期から病気の基礎についてしっかりと学んで欲しい。私語は厳禁だが、演習時は積極的に発言して欲し
い。

担 当 教 員

授業概要・シラバス説明
1章　病理学の領域

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

2章　細胞・組織とその障害

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

3章　再生と修復

第
１
回

内　　　容

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

授業以外での準備学習の具体的な内容使用教材

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

5章　炎症、浮腫

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

5章　炎症、浮腫
6章　免疫とアレルギー

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。



授業の方法

第
１
５
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

内　　　容

第
１
１
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
２
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
３
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

9章  　老化と老年病

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。第

７
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
８
回

授業を 通じての 到達目標

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

6章　免疫とアレルギー

第
１
４
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

各コマに おける 授業予定

第
９
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
０
回

授業を 通じての 到達目標

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

各コマに おける 授業予定

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

8章　代謝異常　（17章 消化器系）

第
６
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

13章　生命の危機

　　　　総まとめ

10章　新生児の病理

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

11章　先天異常

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

12章　腫瘍　（一部19章 造血器系・各論各章のがん）

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

7章　感染症②（ウイルス中心）

教科書の重要点、整理ノートの内容が理解・記憶できるようにな
る。国家試験問題を経験する。

4章　循環障害　（一部14章 循環器系・15章 呼吸器系の一部）

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。

使用教材

7章　感染症①　（細菌中心）

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。

授業以外での準備学習の具体的な内容

教科書・整理ノート
国家試験の過去問
別紙資料

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。

予習では実施予定の章を
予め読んで受講に臨むこ
と。
復習は整理ノートと国試
問題を解くことに努めるこ
と。


